
Ａ 試合会場レポート 試合番号 002 開催日 2020/11/23
第73回全日本バレーボール高等学校選手権大会富山県予選会 会場： 富山県総合体育センター

観客数： 300 開始時間： 13:00 終了時間： 14:40 試合時間： 01:40 主審： 紫藤　達也 副審： 黒地　忍
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＜要約レポート＞
　８年連続13回目の優勝を目指す富山第一高等学校と、初優勝を目指す富山商業高等学校との決勝戦。　
　第１セット序盤は、富一が谷畑、坂口の強打で得点し、富商は、井城、岡山の強打で得点し接戦になる。中盤に入り富一は、途中出場の角田
の強打、サーブで相手を崩し14－７までリードする。富商は、堀内にボールを集め流れを止めようとする。しかし、富一は、菊野のブロック、
セッター稲田のツー攻撃で粘る富商を振り切り、25－17でこのセットを奪った。
　第２セット序盤は、富商が齋岡のサーブで相手を崩し、堀内、井城、岡山の強打で得点する。富一は、谷畑の強打、途中出場の角田のフェイ
ントで追いかけて７－７の接戦になる。中盤に入り富一は、谷畑のコースを付く強打、フェイント、坂口の速い攻撃で得点を重ね、18－12とリ
ードする。終盤に入り富商は、レシーブで粘り、堀内の強打で得点を取るが流れをつかめず、富一の島のサービスエースと菊野の強打で連続失
点し、富一が２セット連取する。
　第３セット序盤は、富一が谷畑、角田の強打、菊野のダイレクトスパイクなどで得点し、富商は岡山の強打、黒田のフェイントで得点し、一
進一退の展開になる。９－９からタイムアウトを取った富一が、角田のブロード、サービスエース、菊野のブロックで連続得点する。しかし、
富商は、黒田のサーブで相手を崩し、堀内の強打で14－14と追いき、そのまま齋岡のクイック、堀内の強打で21－16とリードを広げる。終盤、
富商は、井城の強打、岡山の強打で富一の追い上げを振り切り、25－22でこのセットを取った。
　第４セット序盤は、富一谷畑、富商井城がお互いに得点を重ね、接戦になる。富一は、菊野のブロックやブロード攻撃、坂口の強打とフェイ
ントを混ぜた攻撃で得点する。富商は、堀内の強打岡山のコースをつくスパイクで得点し、14－14と一進一退の展開が中盤まで続く。終盤富一
は、谷畑、富商は、堀内が得点を重ね21－21までもつれたが、、富一の組織的なブロックが機能し、４連続得点をあげ粘る富商を振り切って８
年連続13回目の優勝に輝いた。

作成者： 西出　篤史

※本票の著作権は、公益財団法人日本バレーボール協会に帰属します。


